
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１の色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－Ｙから画素毎に色相成分を検出する色相
検出手段、ならびに検出された画素毎の色相成分に応じて、輝度信号、第１の色差信号Ｒ
－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－Ｙのうちから、任意に選択された１つまたは任意の組み合
わせに対する利得を画素毎に制御する利得制御手段を備え、

色調補正回路。
【請求項２】
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これにより、任意の色相に対
してのみ色調を補正するようにした色調補正回路であって、
色相検出手段は、第１の色差信号（Ｒ－Ｙ）が入力する第１のビットシフト回路と、第２
の色差信号（Ｂ－Ｙ）が入力する第２のビットシフト回路と、ルークアップテーブルに基
づいて両ビットシフト回路の出力値に対応する色相値を色相成分として画素毎に出力する
手段とからなり、
各ビットシフト回路は、ｎビットの入力信号をｎより少ないｍビットにビットカットする
ものであり、両色差信号の少なくとも最上位ビットが共に０である場合には、一方の色差
信号の最上位ビットから（ｍ＋１）ビット目までのビットにおいて最上位ビットから０が
連続しているビット数と、他方の色差信号の最上位ビットから（ｍ＋１）ビット目までの
ビットにおいて最上位ビットから０が連続しているビット数とのうちの小さい方のビット
数をｘとして、両色差信号の上位ｘビット分をカットするとともに、（ｎ－ｍ）よりｘが
小さいときには、さらに両色差信号の下位（ｎ－ｍ－ｘ）ビット分をカットするものであ
ることを特徴とする



第１の色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－Ｙから画素毎に色相成分を検出する色相
検出手段、ならびに検出された画素毎の色相成分に応じて、輝度信号、第１の色差信号Ｒ
－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－Ｙのうちから、任意に選択された１つまたは任意の組み合
わせに対する利得を画素毎に制御する利得制御手段を備え、これにより、任意の色相に対
してのみ色調を補正するようにした色調補正回路であって、
色相検出手段は、第１の色差信号（Ｒ－Ｙ）が入力する第１のビットシフト回路と、第２
の色差信号（Ｂ－Ｙ）が入力する第２のビットシフト回路と、ルークアップテーブルに基
づいて両ビットシフト回路の出力値に対応する色相値を色相成分として画素毎に出力する
手段とからなり、
各ビットシフト回路は、ｎビットの入力信号をｎより少ないｍビットにビットカットする
ものであり、両色差信号の少なくとも最上位ビットが共に０である場合には、一方の色差
信号の最上位ビットから（ｍ＋１）ビット目までのビットにおいて最上位ビットから０が
連続しているビット数と、他方の色差信号の最上位ビットから（ｍ＋１）ビット目までの
ビットにおいて最上位ビットから０が連続しているビット数とのうちの小さい方のビット
数をｘとして、両色差信号の上位ｘビット分をカットするとともに、（ｎ－ｍ）よりｘが
小さいときには、さらに両色差信号の下位（ｎ－ｍ－ｘ）ビット分をカットするものであ

ことを特徴
とする色調補正回路。
【請求項３】

【請求項４】
第１の色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－Ｙから各画素毎の色相成分を検出する色
相検出手段、検出された画素毎の色相成分に応じて、第１の色差信号Ｒ－Ｙに、オフセッ
トを画素毎に与える第１のオフセット付与手段、ならびに第２の色差信号Ｂ－Ｙに、オフ
セットを画素毎に与える第２のオフセット付与手段を備え、
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り、
利得制御手段は、色相毎に利得が設定されており、色相検出手段によって検出された画素
毎の色相成分に応じた利得を、設定されている色相毎の利得に基づいて、画素毎に算出す
る利得算出手段、ならびに利得算出手段によって算出された画素毎の利得を、輝度信号、
第１の色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－Ｙのうちから、任意に選択された１つま
たは任意の組み合わせに対する利得として画素毎に付与する手段を備えている

第１の色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－Ｙから各画素毎の色相成分を検出する色
相検出手段、検出された画素毎の色相成分に応じて、第１の色差信号Ｒ－Ｙに、オフセッ
トを画素毎に与える第１のオフセット付与手段、ならびに第２の色差信号Ｂ－Ｙに、オフ
セットを画素毎に与える第２のオフセット付与手段を備え、これにより、任意の色相に対
してのみ色相を補正するようにした色相補正回路であって、
各オフセット付与手段は、
第１色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－Ｙから各画素毎の彩度を検出する彩度検出
手段、
色相毎にオフセットが設定されており、色相検出手段によって検出された画素毎の色相成
分に応じたオフセットを、設定されている色相毎のオフセットに基づいて、画素毎に算出
するオフセット算出手段、
オフセット算出手段によって算出された画素毎のオフセットに、彩度検出手段によって検
出された対応する画素の彩度を乗算することによって、彩度に応じたオフセットを画素毎
に生成するオフセット生成手段、ならびに
オフセット生成手段によって生成された画素毎のオフセットを、色差信号に画素毎に付与
する手段、
を備えていることを特徴とする色相補正回路。

これにより、任意の色相に対
してのみ色相を補正するようにした色相補正回路であって、
色相検出手段は、第１の色差信号（Ｒ－Ｙ）が入力する第１のビットシフト回路と、第２
の色差信号（Ｂ－Ｙ）が入力する第２のビットシフト回路と、ルークアップテーブルに基
づいて、両ビットシフト回路の出力値に対応する色相値を色相成分として画素毎に出力す



色相補正回路。
【請求項５】
第１の色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－Ｙから各画素毎の色相成分を検出する色
相検出手段、検出された画素毎の色相成分に応じて、第１の色差信号Ｒ－Ｙに、オフセッ
トを画素毎に与える第１のオフセット付与手段、ならびに第２の色差信号Ｂ－Ｙに、オフ
セットを画素毎に与える第２のオフセット付与手段を備え、これにより、任意の色相に対
してのみ色相を補正するようにした色相補正回路であって、
色相検出手段は、第１の色差信号（Ｒ－Ｙ）が入力する第１のビットシフト回路と、第２
の色差信号（Ｂ－Ｙ）が入力する第２のビットシフト回路と、ルークアップテーブルに基
づいて、両ビットシフト回路の出力値に対応する色相値を色相成分として画素毎に出力す
る手段とからなり、
各ビットシフト回路は、ｎビットの入力信号をｎより少ないｍビットにビットカットする
ものであり、両色差信号の少なくとも最上位ビットが共に０である場合には、一方の色差
信号の最上位ビットから（ｍ＋１）ビット目までのビットにおいて最上位ビットから０が
連続しているビット数と、他方の色差信号の最上位ビットから（ｍ＋１）ビット目までの
ビットにおいて最上位ビットから０が連続しているビット数とのうちの小さい方のビット
数をｘとして、両色差信号の上位ｘビット分をカットするとともに、（ｎ－ｍ）よりｘが
小さいときには、さらに両色差信号の下位（ｎ－ｍ－ｘ）ビット分をカットするものであ
り、

、
ことを特徴とする色相補正回路。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、色調補正回路および色相補正回路に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図１は、単板式ＣＣＤカラーカメラにおける従来の信号処理回路の構成を示している。
【０００３】
第１の１Ｈ遅延回路１は、入力映像信号（ＣＣＤ出力信号）を、１Ｈ（１水平期間）遅延
させた信号映像を生成する。第２の１Ｈ遅延回路２は、１Ｈ遅延した映像信号をさらに１
Ｈ遅延させた映像信号を生成する。
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る手段とからなり、
各ビットシフト回路は、ｎビットの入力信号をｎより少ないｍビットにビットカットする
ものであり、両色差信号の少なくとも最上位ビットが共に０である場合には、一方の色差
信号の最上位ビットから（ｍ＋１）ビット目までのビットにおいて最上位ビットから０が
連続しているビット数と、他方の色差信号の最上位ビットから（ｍ＋１）ビット目までの
ビットにおいて最上位ビットから０が連続しているビット数とのうちの小さい方のビット
数をｘとして、両色差信号の上位ｘビット分をカットするとともに、（ｎ－ｍ）よりｘが
小さいときには、さらに両色差信号の下位（ｎ－ｍ－ｘ）ビット分をカットするものであ
ることを特徴とする

各オフセット付与手段は、
第１色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－Ｙから各画素毎の彩度を検出する彩度検出
手段、
色相毎にオフセットが設定されており、色相検出手段によって検出された画素毎の色相成
分に応じたオフセットを、設定されている色相毎のオフセットに基づいて、画素毎に算出
するオフセット算出手段、
オフセット算出手段によって算出された画素毎のオフセットに、彩度検出手段によって検
出された対応する画素の彩度を乗算することによって、彩度に応じたオフセットを画素毎
に生成するオフセット生成手段、ならびに
オフセット生成手段によって生成された画素毎のオフセットを、色差信号に画素毎に付与
する手段
を備えている



【０００４】
入力映像信号、１Ｈ遅延された映像信号および２Ｈ遅延された信号は、ＹＣ分離回路３に
送られる。ＹＣ分離回路３からは、輝度信号Ｙｈ、垂直輪郭信号Ｖａｐ、Ｇ信号、Ｒ信号
およびＢ信号が出力される。
【０００５】
輝度信号Ｙｈおよび垂直輪郭信号Ｖａｐは、Ｙプロセス回路４に送られ、所定の輝度信号
処理が行なわれた後、輝度信号Ｙｏｕｔとして出力される。
【０００６】
Ｇ信号、Ｒ信号およびＢ信号は、色差マトリックス回路５に送られる。色差マトリックス
回路５は、４つの加算器１１、１２、１３、１４、４つの乗算器２１、２２、２３、２４
および各乗算器２１、２２、２３、２４に対して乗算係数を与える色差マトリックス係数
レジスタ２５を備えている。色差マトリックス係数レジスタ２５には、ＣＰＵ７によって
各乗算器２１、２２、２３、２４に対する乗算係数が設定される。
【０００７】
各乗算器２１、２２、２３、２４に与えられる乗算係数を、ＫＲ Ｒ Ｙ 　 、ＫＲ Ｂ Ｙ 　 、Ｋ

Ｂ Ｒ Ｙ 　 、ＫＢ Ｂ Ｙ 　 とすると、色差マトリックス回路５は次式（１）の演算を行なって
、色差信号（Ｒ－Ｙ）および（Ｂ－Ｙ）とを生成する。
【０００８】
Ｒ－Ｙ＝ＫＲ Ｒ Ｙ 　 （Ｒ－Ｇ）＋ＫＢ Ｒ Ｙ 　 （Ｂ－Ｇ）
Ｂ－Ｙ＝ＫＲ Ｂ Ｙ 　 （Ｒ－Ｇ）＋ＫＢ Ｂ Ｙ 　 （Ｂ－Ｇ）　　　…（１）
【０００９】
色差マトリックス回路５によって得られた色差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）は、カラーエ
ンコード回路６に送られる。
【００１０】
カラーエンコード回路６では、位相差が９０度である２つの色搬送波を色差信号（Ｒ－Ｙ
）、（Ｂ－Ｙ）でそれぞれ平衡変調したものが合成されて、色信号Ｃｏｕｔが生成される
。
【００１１】
上記回路においては、色差マトリックス回路５の係数ＫＲ Ｒ Ｙ 　 、ＫＲ Ｂ Ｙ 　 、ＫＢ Ｒ Ｙ

　 、ＫＢ Ｂ Ｙ 　 を変更することによって、映像出力の色調を調整することが可能である。
つまり、図２（ａ）に示すように係数ＫＲ Ｒ Ｙ 　 によってＲ－Ｙ方向のゲインを、図２（
ｂ）に示すようにＫＢ Ｒ Ｙ 　 でＢ－Ｙ軸の色相（ＨＵＥ）を、図２（ｃ）に示すようにＫ

Ｒ Ｂ Ｙ 　 でＲ－Ｙ軸の色相（ＨＵＥ）を、図２（ｄ）に示すように係数ＫＢ Ｂ Ｙ 　 によっ
てＢ－Ｙ方向のゲインを、それぞれ調整することができる。
【００１２】
ところで、単板式ＣＣＤカラーカメラの場合、ＣＣＤ前面に色フィルタが配置されている
。特に、色フィルタとして補色系の色フィルタが用いられている場合には、Ｙｅ、Ｍｇ、
Ｃｙ、Ｇの色フィルタの分光感度特性を理想的な特性にすることは困難であるため、本来
の色と異なる色が再現されてしまう。
【００１３】
例えば、緑系統の色が出にくかったり、青系統の色が強く出たり、赤系統の色がマゼンタ
方向にずれたりする。このような色再現性の劣化を、色差マトリックス回路５の係数ＫＲ

Ｒ Ｙ 　 、ＫＲ Ｂ Ｙ 　 、ＫＢ Ｒ Ｙ 　 、ＫＢ Ｂ Ｙ 　 のみで調整することは困難である。なぜな
ら、たとえば、緑系統の色が不足している場合に、係数ＫＲ Ｒ Ｙ 　 を大きくすると、緑色
を強くすることはできるが、シアンも赤もマゼンダも同様に強くなってしまう。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
この発明は、任意の色相に対してのみ色調を補正することができる色調補正回路を提供す
ることを目的とする。
【００１５】
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この発明は、任意の色相に対してのみ色相を補正することができる色相補正回路を提供す
ることを目的とする。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
この発明による 色調補正回路は、第１の色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－
Ｙから画素毎に色相成分を検出する色相検出手段、ならびに検出された画素毎の色相成分
に応じて、輝度信号、第１の色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－Ｙのうちから、任
意に選択された１つまたは任意の組み合わせに対する利得を画素毎に制御する利得制御手
段を備 これにより、任意の色相に対してのみ色調を補正するようにした

ことを特徴とする。
【００１７】

【００１８】
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第１の

え、 色調補正回路
であって、色相検出手段は、第１の色差信号（Ｒ－Ｙ）が入力する第１のビットシフト回
路と、第２の色差信号（Ｂ－Ｙ）が入力する第２のビットシフト回路と、ルークアップテ
ーブルに基づいて両ビットシフト回路の出力値に対応する色相値を色相成分として画素毎
に出力する手段とからなり、各ビットシフト回路は、ｎビットの入力信号をｎより少ない
ｍビットにビットカットするものであり、両色差信号の少なくとも最上位ビットが共に０
である場合には、一方の色差信号の最上位ビットから（ｍ＋１）ビット目までのビットに
おいて最上位ビットから０が連続しているビット数と、他方の色差信号の最上位ビットか
ら（ｍ＋１）ビット目までのビットにおいて最上位ビットから０が連続しているビット数
とのうちの小さい方のビット数をｘとして、両色差信号の上位ｘビット分をカットすると
ともに、（ｎ－ｍ）よりｘが小さいときには、さらに両色差信号の下位（ｎ－ｍ－ｘ）ビ
ット分をカットするものである

この発明による第２の色調補正回路は、第１の色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－
Ｙから画素毎に色相成分を検出する色相検出手段、ならびに検出された画素毎の色相成分
に応じて、輝度信号、第１の色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－Ｙのうちから、任
意に選択された１つまたは任意の組み合わせに対する利得を画素毎に制御する利得制御手
段を備え、これにより、任意の色相に対してのみ色調を補正するようにした色調補正回路
であって、色相検出手段は、第１の色差信号（Ｒ－Ｙ）が入力する第１のビットシフト回
路と、第２の色差信号（Ｂ－Ｙ）が入力する第２のビットシフト回路と、ルークアップテ
ーブルに基づいて両ビットシフト回路の出力値に対応する色相値を色相成分として画素毎
に出力する手段とからなり、各ビットシフト回路は、ｎビットの入力信号をｎより少ない
ｍビットにビットカットするものであり、両色差信号の少なくとも最上位ビットが共に０
である場合には、一方の色差信号の最上位ビットから（ｍ＋１）ビット目までのビットに
おいて最上位ビットから０が連続しているビット数と、他方の色差信号の最上位ビットか
ら（ｍ＋１）ビット目までのビットにおいて最上位ビットから０が連続しているビット数
とのうちの小さい方のビット数をｘとして、両色差信号の上位ｘビット分をカットすると
ともに、（ｎ－ｍ）よりｘが小さいときには、さらに両色差信号の下位（ｎ－ｍ－ｘ）ビ
ット分をカットするものであり、利得制御手段は、色相毎に利得が設定されており、色相
検出手段によって検出された画素毎の色相成分に応じた利得を、設定されている色相毎の
利得に基づいて、画素毎に算出する利得算出手段、ならびに利得算出手段によって算出さ
れた画素毎の利得を、輝度信号、第１の色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－Ｙのう
ちから、任意に選択された１つまたは任意の組み合わせに対する利得として画素毎に付与
する手段を備えていることを特徴とする。

この発明による第１の色相補正回路は、第１の色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－
Ｙから各画素毎の色相成分を検出する色相検出手段、検出された画素毎の色相成分に応じ
て、第１の色差信号Ｒ－Ｙに、オフセットを画素毎に与える第１のオフセット付与手段、
ならびに第２の色差信号Ｂ－Ｙに、オフセットを画素毎に与える第２のオフセット付与手
段を備え、これにより、任意の色相に対してのみ色相を補正するようにした色相補正回路
であって、各オフセット付与手段は、第１色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－Ｙか
ら各画素毎の彩度を検出する彩度検出手段、色相毎にオフセットが設定されており、色相



【００１９】
この発明による 色相補正回路は、第１の色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－
Ｙから各画素毎の色相成分を検出する色相検出手段、検出された画素毎の色相成分に応じ
て、第１の色差信号Ｒ－Ｙに、オフセットを画素毎に与える第１のオフセット付与手段、
ならびに第２の色差信号Ｂ－Ｙに、オフセットを画素毎に与える第２のオフセット付与手
段を備え これにより、任意の色相に対してのみ色相を補正するようにした

ことを特徴とする。
【００２０】

【００２２】
【発明の実施の形態】
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検出手段によって検出された画素毎の色相成分に応じたオフセットを、設定されている色
相毎のオフセットに基づいて、画素毎に算出するオフセット算出手段、オフセット算出手
段によって算出された画素毎のオフセットに、彩度検出手段によって検出された対応する
画素の彩度を乗算することによって、彩度に応じたオフセットを画素毎に生成するオフセ
ット生成手段、ならびにオフセット生成手段によって生成された画素毎のオフセットを、
色差信号に画素毎に付与する手段を備えていることを特徴とする。

第２の

、 色相補正回路
であって、色相検出手段は、第１の色差信号（Ｒ－Ｙ）が入力する第１のビットシフト回
路と、第２の色差信号（Ｂ－Ｙ）が入力する第２のビットシフト回路と、ルークアップテ
ーブルに基づいて、両ビットシフト回路の出力値に対応する色相値を色相成分として画素
毎に出力する手段とからなり、各ビットシフト回路は、ｎビットの入力信号をｎより少な
いｍビットにビットカットするものであり、両色差信号の少なくとも最上位ビットが共に
０である場合には、一方の色差信号の最上位ビットから（ｍ＋１）ビット目までのビット
において最上位ビットから０が連続しているビット数と、他方の色差信号の最上位ビット
から（ｍ＋１）ビット目までのビットにおいて最上位ビットから０が連続しているビット
数とのうちの小さい方のビット数をｘとして、両色差信号の上位ｘビット分をカットする
とともに、（ｎ－ｍ）よりｘが小さいときには、さらに両色差信号の下位（ｎ－ｍ－ｘ）
ビット分をカットするものである

この発明による第３の色相補正回路は、第１の色差信号Ｒ－Ｙおよび第２の色差信号Ｂ－
Ｙから各画素毎の色相成分を検出する色相検出手段、検出された画素毎の色相成分に応じ
て、第１の色差信号Ｒ－Ｙに、オフセットを画素毎に与える第１のオフセット付与手段、
ならびに第２の色差信号Ｂ－Ｙに、オフセットを画素毎に与える第２のオフセット付与手
段を備え、これにより、任意の色相に対してのみ色相を補正するようにした色相補正回路
であって、色相検出手段は、第１の色差信号（Ｒ－Ｙ）が入力する第１のビットシフト回
路と、第２の色差信号（Ｂ－Ｙ）が入力する第２のビットシフト回路と、ルークアップテ
ーブルに基づいて、両ビットシフト回路の出力値に対応する色相値を色相成分として画素
毎に出力する手段とからなり、各ビットシフト回路は、ｎビットの入力信号をｎより少な
いｍビットにビットカットするものであり、両色差信号の少なくとも最上位ビットが共に
０である場合には、一方の色差信号の最上位ビットから（ｍ＋１）ビット目までのビット
において最上位ビットから０が連続しているビット数と、他方の色差信号の最上位ビット
から（ｍ＋１）ビット目までのビットにおいて最上位ビットから０が連続しているビット
数とのうちの小さい方のビット数をｘとして、両色差信号の上位ｘビット分をカットする
とともに、（ｎ－ｍ）よりｘが小さいときには、さらに両色差信号の下位（ｎ－ｍ－ｘ）
ビット分をカットするものであり、各オフセット付与手段は、第１色差信号Ｒ－Ｙおよび
第２の色差信号Ｂ－Ｙから各画素毎の彩度を検出する彩度検出手段、色相毎にオフセット
が設定されており、色相検出手段によって検出された画素毎の色相成分に応じたオフセッ
トを、設定されている色相毎のオフセットに基づいて、画素毎に算出するオフセット算出
手段、オフセット算出手段によって算出された画素毎のオフセットに、彩度検出手段によ
って検出された対応する画素の彩度を乗算することによって、彩度に応じたオフセットを
画素毎に生成するオフセット生成手段、ならびにオフセット生成手段によって生成された
画素毎のオフセットを、色差信号に画素毎に付与する手段を備えていることを特徴とする
。



以下、図３～図１０を参照して、この発明を単板式カラーカメラに適用した場合の実施の
形態について説明する。
【００２３】
図３は、単板式ＣＣＤカラーカメラにおける信号処理回路の構成を示している。図３にお
いて、図１と同じものには、同じ符号を付してその説明を省略する。
【００２４】
この信号処理回路では、図１の信号処理回路に、色調・色相補正回路１００が付加されて
いる。
【００２５】
図４は、色調・色相補正回路１００の構成を示している。
【００２６】
色調・色相補正回路１００には、Ｙプロセス回路４から出力される輝度信号Ｙと、色差マ
トリックス回路５から出力される色差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）とが入力される。
【００２７】
色調・色相補正回路１００は、色相算出回路１０１、色差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）に
基づいて、彩度を算出する彩度算出回路１０２、ゲイン補正回路（色調補正回路）１０３
および色相補正回路１０４を備えている。
【００２８】
色相算出回路１０１は、色差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）に基づいて、図５に示すように
、色相値Ｃ　＿Ｐｈａｓｅ　を画素毎に算出する。色相値Ｃ　＿Ｐｈａｓｅ　は、図５に
示すように、色差信号平面上において、原点を中心とした角度に応じた０．０～４．０の
値として求められる。したがって、色相値Ｃ　＿Ｐｈａｓｅ　は、色差信号の比（Ｒ－Ｙ
）／（Ｂ－Ｙ）（より具体的には、ｔａｎ　－ １ ｛（Ｒ－Ｙ）／（Ｂ－Ｙ）　｝）に応じ
た値となる。
【００２９】
色相算出回路１０１は、図６に示すように、色差信号（Ｒ－Ｙ）が入力する第１のビット
シフト回路１１１と、色差信号（Ｂ－Ｙ）が入力する第２のビットシフト回路１１２と、
ＲＯＭ１１３とからなる。
【００３０】
２つのビットシフト回路１１１、１１２は、８ビットの入力信号を５ビットにビットカッ
トするために設けられている。つまり、各ビットシフト回路１１１、１１２は次のような
ビットシフトを行なう。
【００３１】
（１）両色差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）とも上位３ビットが０である場合には、上位３
ビットをカットするようにビットシフトを行なう。
【００３２】
（２）両色差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）とも上位２ビットが０である場合には、上位２
ビットをカットし、下位１ビットを丸める（カットする）ようにビットシフトを行なう。
【００３３】
（３）両色差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）とも上位１ビットが０である場合には、上位１
ビットをカットし、下位２ビットを丸める（カットする）ようにビットシフトを行なう。
【００３４】
（４）上記（１）～（３）に該当しない場合には、両色差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）の
下位３ビットを丸める（カットする）ようにビットシフトを行なう。
【００３５】
ＲＯＭ１１３には、入力される５ビットの色差信号（Ｒ－Ｙ）と、５ビットの色差信号（
Ｂ－Ｙ）が入力される。ＲＯＭ１１３は、予め記憶されている色相変換テーブルに基づい
て、入力色差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）の値に応じた色相値Ｃ　＿Ｐｈａｓｅ　を画素
毎に出力する。
【００３６】
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彩度算出回路１０２は、色差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）に基づいて、彩度を画素毎に算
出する。彩度算出回路１０２は、予め記憶している彩度変換テーブルに基づいて、入力色
差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ）の大きさに応じた彩度を画素毎に出力する。
【００３７】
ゲイン補正回路１０３は、輝度信号Ｙのゲインを調整するための乗算器１２１、色差信号
（Ｒ－Ｙ）のゲインを調整するための乗算器１２２、色差信号（Ｂ－Ｙ）のゲインを調整
するための乗算器１２３、ゲイン算出レジスタ１２４および２つの選択回路（ＳＥＬ）１
２５、１２６を備えている。
【００３８】
ゲイン算出レジスタ１２４には、特定の色相の彩度を調整したり、特定の色相の明度を調
整したりするために、色相値毎のゲインがユーザによって設定される。つまり、ゲイン算
出レジスタ１２４には、０．０～４．０までの色相値に対して、０．２５刻みでゲインが
設定される。
【００３９】
例えば、緑のみを強調したい場合（緑の濃度を濃くしたい場合）や、緑のみを明るくさせ
たい場合には、ゲイン算出レジスタ１２４には、図７に示すように、緑の色相（色相値２
．７５付近）のみに対するゲインが高くなるような色相値毎のゲインが設定される。
【００４０】
ゲイン算出レジスタ１２４は、色相算出回路１０１から送られてくる色相値Ｃ　＿Ｐｈａ
ｓｅ　に対応するゲインを画素毎に算出して出力する。ゲイン算出レジスタ１２４には、
０．０～４．０までの色相値に対して０．２５刻みでゲインが設定されているので、色相
算出回路１０１から送られてくる色相値Ｃ　＿Ｐｈａｓｅ　が、ゲインが設定されている
２つの色相値の間の値である場合には、ゲイン算出レジスタ１２４は、当該２つの色相値
に対するゲインを線形補間することによって、入力された色相値Ｃ　＿Ｐｈａｓｅ　に対
するゲインを算出して出力する。
【００４１】
ゲイン算出レジスタ１２４によって画素毎に算出されたゲインは、第１の選択回路１２５
および第２の選択回路１２６に送られる。第１の選択回路１２５は、ゲイン算出レジスタ
１２４によって算出されたゲインまたは”１”を選択して、乗算器１２２、１２３に送る
。第２の選択回路１２６は、ゲイン算出レジスタ１２４によって算出されたゲインまたは
”１”を選択して、乗算器１２１に送る。
【００４２】
特定の色相の濃度を調整を行うときには、第１の選択回路１２５は、ゲイン算出レジスタ
１２４によって算出されたゲインを選択するように制御される。特定の色相の明るさを調
整を行うときには、第２の選択回路１２６は、ゲイン算出レジスタ１２４によって算出さ
れたゲインを選択するように制御される。
【００４３】
たとえば、ゲイン算出レジスタ１２４に、図７に示すように、緑の色相のみに対するゲイ
ンが高くなるようなゲインが設定されている場合において、第１の選択回路１２５を介し
てゲイン算出レジスタ１２４によって算出されたゲインが乗算器１２２、１２３に送られ
るようにした場合を想定する。この場合には、緑の色相の色差信号（Ｒ－Ｙ）、（Ｂ－Ｙ
）のゲインが持ち上げられるので、図８に示すように、緑の彩度が大きくなる。
【００４４】
さらに、第２の選択回路１２６を介してゲイン算出レジスタ１２４によって算出されたゲ
インが乗算器１２１に送られるようにすると、緑の色相の輝度信号Ｙのゲインが持ち上げ
られるので、緑の明度が大きくなる。
【００４５】
色相補正回路１０４は、Ｒ－Ｙオフセット算出レジスタ１３１、Ｂ－Ｙオフセット算出レ
ジスタ１３２、Ｒ－Ｙオフセット算出レジスタ１３１から出力されるオフセットを彩度算
出回路１０２によって算出された彩度に乗算する乗算器１３３、Ｂ－Ｙオフセット算出レ
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ジスタ１３２から出力されるオフセットを彩度算出回路１０２によって算出された彩度に
乗算する乗算器１３４、乗算器１３３から出力されるオフセットをゲイン補正回路１０２
から出力される色差信号（Ｒ－Ｙ）に加算するための加算器１３５および乗算器１３４か
ら出力されるオフセットをゲイン補正回路１０２から出力される色差信号（Ｂ－Ｙ）に加
算するための加算器１３６を備えている。
【００４６】
Ｒ－Ｙオフセット算出レジスタ１３１およびＢ－Ｙオフセット算出レジスタ１３２には、
特定の色相のみに対して色相を補正するために、色相値毎のオフセットがユーザによって
設定される。つまり、各オフセット算出レジスタ１３１、１３２には、０．０～４．０ま
での色相値に対して、０．２５刻みでオフセットが設定される。
【００４７】
例えば、緑色の色相をＹｅよりに補正させたい場合には、各オフセット算出レジスタ１３
１、１３２には、図９に示すような色相値毎のオフセットが設定される。図９において、
Ｒ－ＹはＲ－Ｙオフセット算出レジスタ１３１に設定された色相値毎のオフセットを示し
、Ｂ－ＹはＢ－Ｙオフセット算出レジスタ１３２に設定された色相値毎のオフセットを示
している。
【００４８】
各オフセット算出レジスタ１３１、１３２は、色相算出回路１０１から送られてくる色相
値Ｃ　＿Ｐｈａｓｅ　に対応するオフセットを画素毎に算出して出力する。各オフセット
算出レジスタ１３１、１３２には、０．０～４．０までの色相値に対して０．２５刻みで
オフセットが設定されているので、色相算出回路１０１から送られてくる色相値Ｃ　＿Ｐ
ｈａｓｅ　が、オフセットが設定されている２つの色相値の間の値である場合には、各オ
フセット算出レジスタ１３１、１３２は、当該２つの色相値に対するオフセットを線形補
間することによって、入力された色相値Ｃ　＿Ｐｈａｓｅ　に対するオフセットを算出し
て出力する。
【００４９】
Ｒ－Ｙオフセット算出レジスタ１３１によって画素毎に算出されたオフセットは乗算器１
３３に送られ、彩度算出回路１０２によって算出された彩度が乗算される。これにより、
彩度に応じたＲ－Ｙオフセットが画素毎に得られる。同様に、Ｂ－Ｙオフセット算出レジ
スタ１３２によって算出された画素毎のオフセットは乗算器１３４に送られ、彩度算出回
路１０２によって算出された彩度が乗算される。これにより、彩度に応じたＢ－Ｙオフセ
ットが画素毎に得られる。
【００５０】
乗算器１３３から出力されるＲ－Ｙオフセットは加算器１３５に送られ、ゲイン補正回路
１０２から出力される色差信号（Ｒ－Ｙ）に加算される。同様に、乗算器１３４から出力
されるＢ－Ｙオフセットは加算器１３６に送られ、ゲイン補正回路１０２から出力される
色差信号（Ｂ－Ｙ）に加算される。
【００５１】
たとえば、各オフセット算出レジスタ１３１、１３２に、図９に示すように、緑色の色相
をＹｅよりに補正させるためのオフセットが設定されている場合には、緑の色相の色差信
号（Ｒ－Ｙ）に対して、その大きさが小さくなるようなオフセットがかけられ、緑の色相
の色差信号（Ｂ－Ｙ）に対して、その大きさが大きくなるようなオフセットがかけられる
。したがって、図１０に示すように、緑の色相がＹｅよりに移動する。
【００５２】
上記実施の形態では、緑の色相に対して、彩度、明度、色相を調整する場合について説明
したが、他の任意の色相に対しても、同様に彩度、明度、色相を調整することができるこ
とは言うまでもない。
【００５３】
また、上記実施の形態では、この発明を単板式カラーカメラに適用した場合について説明
したが、この発明はテレビジョン受像機、ＶＴＲ、液晶プロジェクタ等の映像表示装置に
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も適用することができる。
【００５４】
【発明の効果】
この発明によれば、任意の色相に対してのみ色調を補正することができるようになる。ま
た、この発明によれば、任意の色相に対してのみ色相を補正することができるようになる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】単板式ＣＣＤカラーカメラにおける従来の信号処理回路の構成を示すブロック図
である。
【図２】色差マトリックス回路の係数ＫＲ Ｒ Ｙ 　 、ＫＲ Ｂ Ｙ 　 、ＫＢ Ｒ Ｙ 　 、ＫＢ Ｂ Ｙ 　

を変更することによって、映像出力の色調を調整することが可能であることを説明するた
めの模式図である。
【図３】単板式ＣＣＤカラーカメラにおける信号処理回路の構成を示すブロック図である
。
【図４】色調・色相補正回路の構成を示ブロック図である。
【図５】色相算出回路によって算出される色相値Ｃ　＿Ｐｈａｓｅ　を示す模式図である
。
【図６】色相算出回路の構成を示すブロック図である。
【図７】緑のみを強調したい場合に、ゲイン算出レジスタに設定される色相値毎のゲイン
を示すグラフである。
【図８】図７に示すような色相値毎のゲインがゲイン算出レジスタに設定された場合に、
緑の彩度が大きくなることを示す模式図である。
【図９】緑色の色相をＹｅよりに補正させたい場合に、各オフセット算出レジスタに設定
される色相値毎のオフセットを示すグラフである。
【図１０】図９に示すような色相値毎のオフセットがオフセット算出レジスタに設定され
た場合に、緑色の色相がＹｅよりに補正されることを示す模式図である。
【符号の説明】
１００　色調・色相補正回路
１０１　色相算出回路
１０２　彩度算出回路
１０３　ゲイン補正回路
１０４　色相補正回路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(11) JP 3634730 B2 2005.3.30



【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(12) JP 3634730 B2 2005.3.30



フロントページの続き

(72)発明者  吉山　雅彦
            大阪府守口市京阪本通２丁目５番５号　三洋電機株式会社内

    審査官  佐藤　直樹

(56)参考文献  特開平０３－１３５２９２（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－１３６６９３（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－２８５６０７（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              H04N  9/64 - 9/78
              G06T  1/00

(13) JP 3634730 B2 2005.3.30


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

